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審 査 結 果 の 要 旨 










申請者は，動物として 12 週齢の雌，GFP ラットと Sprague-Dawley（SD と略）野生型ラット
を用いた．SD ラットの右大腿骨顆部に骨孔を作製して，別の SD ラットのアキレス腱と，GFP
ラットの大腿骨から採取した移植骨を骨孔に挿入した．対照として，右大腿骨顆部の骨孔内に
アキレス腱のみを移植した．移植直後，1，2，4 週後に HSP47 およびマクロファージの免疫染





た．移植 4 週後では 2 週後より破断強度が増強し，移植 2，4 週後の骨移植群の破断強度は，
対照群に比べて高かった．骨移植を併用することは初期固定力に有用であるだけでなく，生物
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